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地球温暖化と市民意識
　来る11月30日から12月11日まで、パリで195カ国が参加し国連の地球温暖化対策会議（COP21）が開催さ

れます。京都議定書後はいつも合意に至らず拘束力のある国際協定が成立できずに来ましたが、今回はなんとか

合意まで行くのではないかと期待されています。　

　この間 CO2 濃度は増え続け、海水温度の上昇から巨大台風、ハリケーン、サイクロンが頻発し、海水面の上昇

からソロモンのタロ島では住民が隣の島へ避難しました。米国中西部やエチオピアでは酷い旱ばつが発生し農業

への被害が深刻です。

　北アフリカ・中近東からヨーロッパへの難民が莫大な数に上っており、その受入の可否が特に EU 各国の大きな

課題となっています。難民問題は政治的、宗教的な問題として扱われていますが、もっと深いところに食料問題が

あるからだともいわれています。政治が悪いのなら踏みとどまって変えようとするはず、宗教問題は今始まったこ

とではない、なぜ幼子を抱いて死の危険を犯して地中海を渡らなければならないか、自国に残っては餓死を待つ

ばかりと人々が本能的に感じたから食える土地を目指して移動するという洞察です。温暖化・砂漠化でサブサハラ

に食料生産ができなくなりつつあるからだというのです。

　豊かな降雨量に恵まれた、極東の島国日本では近年集中豪雨や巨大台風は襲来しますが、幸せなことにまだ死

の危険を本能的に感じるまでの状況には至っていません。しかしこのまま CO2 が増え続ければ海面上昇だけみて

も東京・大阪・名古屋など臨海低地に人口が集中している日本でも甚大な被害が発生するといわれています。

　毎日のように地球温暖化の厳しい状況が伝えられ、市民意識も変わりつつあります。他人任せでなく、自分自身

でなにかできることがあるのではないか、そんな高い意識の人が増えています。

　10 月 31 日、さいたま市の城北小学校で植樹祭が行われました（3 ページで詳細紹介）＝写真。5 年前の
2010年秋に第1回目の植樹祭が行われ、この日の植樹祭は2回目でした。5年前にもレナフォがお手伝いをして、

グランド外周の幅3.5㍍、延長100㍍に児童が植えた29種類、1700本の苗木は4㍍を超す緑豊かな森に生長し

ていました。

　5 年前の植樹祭と今回の植樹祭とでひとつだけ違ったなと思

う点があります。前回は父兄の数がそれほど多くなかったのに、

今回はたくさんのお父さんお母さんが来てくれました。父兄会

や学校開放でふるさとの森の速やかな生長を見ておられる親御

さん達が今回は張り切って参加してくれたのかもしれません。

危機を本能的に感覚的に鋭く感じ、なにかやれることをやろう

と立ち上がる一人ひとりの行動が地球を救うと信じます。

（理事長　髙野　義武）
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▼主　  催：協働参加型めぐりの森づくり推進会議
▼共　  催：NPO法人国際ふるさとの森づくり協会（レナフォ）
▼後  　援：神奈川県、横須賀市、葉山町
▼協　　賛：公益財団法人イオン環境財団、（株）AOI.Pro、
　　　　　　 東京海上ミレア少額短期保険、横浜銀行、
　　　　　　 NPO法人グリーンパワーファクトリー
▼苗木提供：進和学園、横浜ゴム、NPO法人響、本田技研工業、
　　　　　　（株）サン・ライフ、三井住友海上火災保険、
　　　　　　国際ソロプチミスト横須賀
▼植樹実績：660㎡、22樹種 2000本
▼主な樹種：タブノキ、スダジイ、アラカシ、シラカシ、
　　　　　　ウラジロガシ、オオシマザクラほか
　　
　五月晴れの日曜日、地元の皆さんはじめ各団体関係者ら約 400
人が参加しました=写真㊤㊦。午前10時、植樹祭開催グループ長
の小林秀光さん（レナフォ監事）が「本日の主役は 2000 本の苗木
たちです。ドングリを拾い、大切に育ててくれた皆さん、ありがと
うございます」と述べて開会を宣言。協働参加型めぐりの森づくり
推進会議の高橋弘二会長が主催者あいさつし、来賓の黒川雅夫神
奈川県副知事、中江康人AOI.Pro社長、露口泰介東京海上ミレア小額短期保険社長から祝辞をいただきました。
　植樹指導は、毎回特設ステージ上から指導をしていただいた宮脇昭横浜国立大学名誉教授が療養中のため、
代わってこの日は、髙野義武・レナフォ理事長が、宮脇方式の植樹の理論と実践についてポイント解説を
しました。

その後の森林再生活動
第10回湘南国際村めぐりの森植樹祭 第 11回レナフォ連携の森植樹祭
（2015 年 5月 10 日、横須賀市湘南国際村）

▼主　　催：岩沼市
▼協　　力：公益財団法人瓦礫を活かす森の長城プロジェクト、
　　　　　　 社団法人森の防潮堤協会
▼監修･指導：藤原一繪横浜国立大学名誉教授（宮脇昭氏代理）
▼植樹実績：1 万 4500 ㎡、16 樹種 4 万 5000 本
▼樹　　種：スダジイ、タブノキ、シラカシ、ウラジロガシ、
　　　　　　アカガシ、アラカシ、ヤマザクラ、ヤブツバキ、
　　　　　　シロダモ、マサキ、トベラ、ヒサカキ、ヤツデ、
　　　　　　シャリンバイ、アオキ、ネズミモチ

　参加者は、菊池啓夫岩沼市長、細川護熙同プロジェクト理事長、
イベントゲストの女優、鈴木京香さんらをはじめ、予定の倍近い
7500 人。藤原名誉教授の植樹指導の下 = 写真㊤、高さ 3m、延長
700m の園路の両側に植え、千年希望の丘のうち同市二野倉地区
の丘を完成させました。植栽地は 70 ブロックで約 200 区画に分
けられ＝写真㊦、レナフォからは髙野理事長はじめ植生工学士の皆さん 13 人が参加し同市職員が担当し
た植樹リーダーの役割をサポートしました。植栽のあと、植え付けの手直し・補修作業も行いました。

第 3回千年希望の丘植樹祭
（2015 年 5月 30 日、宮城県岩沼市押分須加原）
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▼主　  催：協働参加型めぐりの森づくり推進会議
▼共　　催：NPO法人国際ふるさとの森づくり協会
　　　　　　（レナフォ）、いのちの源 森のもと
▼後　　援：神奈川県、横須賀市、葉山町
▼その他主な： グッディ、大川印刷、グリーンパワーファ

クトリー、テレビ神奈川、進和学園、東京
海上ミレア少額短期保険、三井住友海上火
災保険、国際ソロプチミスト横須賀、横須
賀ヘーメット、ラッシュジャパン

　晴天の下、午前 10 時 30 分から約 140 人が 7 班に分かれて
すでに植樹した区域のうち C ブロックの約 2000 ㎡で、草抜き
や苗木の手入れを行いました = 写真㊤㊦。隣接する A ブロッ
クの作業道では杜の園芸（株）の矢野智徳氏による水脈づくり
が試行され、土の中の水と空気の通り道を回復させるというコ
ンセプトで植栽地の整地作業を進めました。

▼主　  催：さいたま市立城北小学校じょうほくの森づくり委員会
▼資金提供：日本財団（学校の森づくり事業）
▼コンサルティング指導：国際ふるさとの森づくり協会（レナフォ）
▼植樹実績：550㎡、29樹種1903本
▼樹　　種：シラカシ、スダジイ、タブノキ、ケヤキ、エノキ、ムクノキ、ヤブツバキ、シロダモ、カンツバキ、
　　　　　  クチナシ、チャノキ、サザンカ、ヒサカキ、ムラサキシキブ、コマユミ、ガマズミ、ヤマツツジほか
▼参 加 者 ：全校児童775人と父母の皆さん

　グラウンドの外周部で長さ 100
㍍、幅 3.5 ㍍のマウンドに 1700
本の常緑広葉樹を植えた第 1 期植
樹（2010 年 9 月 25 日）に続く
延長 157 ㍍、幅 3.5 ㍍の植栽地に
同じ樹種 29 種の広葉樹を植えま
した。植樹事業の監修・指導（コ
ンサルティング）に当たったレナ
フォの髙野義武理事長が、開校記
念式典に続いて全校児童に「森づくりの意義」について約 20分間、講演しました。そのあと午前 10時過ぎ、
グラウンドに移動し、髙野理事長が全児童と父母の皆さんに植樹と稲わらの敷き方など作業指導を行いまし
た =写真。植え付けは学年ごとに分かれて担当教諭の指示の下、父母の皆さんに手伝ってもらいながら進め、
昼前に終了しました（1ページ参照）。

湘南国際村めぐりの森 育樹祭
（2015 年 10 月 3日、神奈川県横須賀市湘南国際村）

「じょうほくの森づくり」開校 40 周年記念植樹祭
（2015 年 10 月 31 日、さいたま市岩槻区岩槻　同市立城北小学校グラウンド）

参加団体
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第7回ふるさとの森づくり専門家研修
　神奈川県横須賀市の湘南国際村センターを会場に、6月19日から2泊3日の日程で実施しました=写真㊨。
所定のカリキュラムを受講して修了試験に合格した 11 人が、新たに「植生工学士」（ふるさとの森づくり
マイスター）の資格を取得し、植生工学士登録証（A-4 の証明証）と植生工学士資格者証（カード）が送ら
れました。植生工学士資格取得者は 7年間の累計で 110 人となりました。

　今年はカリキュラムに一部変更がありました。「ふるさ
との森づくりの哲学」を、宮脇昭横浜国立大学名誉教授に
代わって、同大学前学長の鈴木邦雄名誉教授にお願いし、

新たに、環境省事業
認定者で気候変動に
関する政府間パネル
（IPCC）リポートコ
ミュニケーターを務
める中嶋義臣氏（レ
ナフォ理事）に新講
座「低炭素型社会の

実現を目指して」をお願いしました。原田洋・同大名誉教授の「土壌動物による自然性評価」などほかの講
座は変わらず、基盤造成から維持管理技術までを体験する現場実習も好天の下で行われました =写真㊧。

NPO法人　国際ふるさとの森づくり協会　（ReNaFo）　
東京事務所　〒154-0023　東京都世田谷区若林5-21-1　             TEL：03-3422-2765  FAX：03-6805-2794
長野事務所　〒389-1223　長野県上水内郡飯綱町袖之山497-4　TEL：026-253-4740  FAX：026-219-1203

　レナフォは、国内外で「ふるさとの森づくり」活動で協働する仲間を募集しています。いっしょ
にふるさとの森づくりを進めましょう。申し込みは http://www.renafo.com/　

（編集制作：恩田　重男）

会員募集中です会員募集中です会員募集中です

（2015 年 6月 19 ～ 21 日、湘南国際村センター）

2015年通常総会・交流会

　レナフォの2015年通常総会は、正会員34人（うち
委任状 16 人）が参加し、2014 年度の事業報告及び
決算報告と2015年度の事業計画及び予算など議案を、
質疑を経て承認、閉会しました。
　15年度の主な事業は、▽森林再生(5,300千円 ) ▽森林
再生専門家認証（800 千円） ▽森林再生関係情報の収
集･提供（100 千円）などで、管理費を含めた経常支
出合計は 9,200 千円。
　総会の後、同じ会場で約2時間にわたり交流会を開催、
19人が懇親を深めました = 写真。5 月の湘南国際村めぐりの森植樹祭を記録した動画が上映されたあと、全員
が１分間スピーチ。自己紹介と近況を紹介し、中には苗づくりやミニ植樹などで地域に緑を増やす活動を展開
する決意を熱っぽく語る人も。植生工学士の皆さんは 7 期のメンバーが一堂に会する場となったこともあって、
なごやかな中にも熱く語り合う光景が見られました。

（2015 年 10 月 24 日、横浜市中区相生町 横浜さくらWORKS 関内）


